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福島第一原子力発電所事故後の周辺線量当量率：長期予測とその半減期プロファイル 

 

〇豊田亘博*1,  加藤和明*2,  熊澤 蕃*3 

豊田放射線研究所*1, 洗練課題研究所*2, 元 JAERI*3 

 

1. はじめに 東京電力福島第一原子力発電所（F1NPP）事故による福島県の主な地区の周辺線量当量率

の長期予測と減衰半減期について検討した。Kinase ら(2017)は国の観測データと定番の放射性セシウム

減衰式（2 コンパートメントモデル）を用いて報告している。本研究では沈着後の放射性物質が冪関数

(初期)＋指数関数（中期以降）減衰するとした｢HS モデル｣による解析結果を報告する。 

2. 方法 Kinase ら(2017)論文における環境放射能データは原子力規制庁公表、走行サーベイデータは経

産省公表データに基づいている。同論文 Figure 3（図 3）記載の基準化周辺線量当量率 (2011.3.15 の初期

値１) の 50%点読取値を解析データ D(t)とした。 

Kinase ら(2017)は、134+137Cs 地表汚染起因空間線量率 Y(t)［μSv/h］を次式で与えている。 
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ここで、2011 年 3 月 15 日起点とする経過時間 t [y]、空間線量率初期値 Y0 [μSv/h]、バックグラウンド YBG 

[μSv/h]、減衰の速い成分割合 αfast [‒]と環境半減期 Tfast [y]、遅い環境半減期 Tslow [y]、初期等濃度 134 Cs/137Cs

の空間線量率比 k [‒]、134Cs,137Cs 壊変定数 λ134, λ137 [y
-1]である。Kinase ら(2017) 図 3 の縦軸、基準化周

辺線量当量率の実測 50%読取値は D(t)と表す。 

HS モデルは、D(t)が t の冪関数から指数関数に変る減衰現象を次式で表す。 

 D(t) = exp !� −  # $%& ' �
��(), where hyb (x) =x + ln (x)                        (2) 

ここで、α, βはパラメータ、t0 [y] の逆数はべき関数と指数関数の寄与調整パラメータ、そして、hyb (x)

は式(2)定義のハイブリッド関数（この逆関数は cyb(･)と表記）である。 

実効半減期 t1/2 [y]は、D(t + t1/2)／D(t) = 1/2 で定義、式(2)を適用すると次式で表される。 
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3. 結果と考察 Kinase ら(2017)の図 3 (a)の基準化周辺線量当量率

50%点 D(t)への HS モデル当てはめ結果は α=0.2926, β=0.1901, t0＝

0.7770 [y], 決定係数 R2 = 0.9888 と良好 (図 1)、また、HS モデル推

定の半減期は 10 年以降で平坦なこと (図 2)が示された。HS モデル

は単純であるが実測データによく合い、また、基準化周辺線量当量

率 50%点 D(t)の 30 年後予測は Kinase ら(2017)よりも減衰が大幅に

速いことが分かった。 

Sakae Kinase, Tomoyuki Takahashi and Kimiaki Saito (2017): Long-

term predictions of ambient dose equivalent rates after the Fukushima 

Daiichi nuclear power, Journal of Nuclear Science and Technology. 

4. 今後の方針 事故直後に福島県内の 2,200 か所で採取された 12,000 の土壌測定の結果が公表されて

いる。同地点を再測定して風雨や流水などの自然現象と除染による人為的な影響を明らかにしたい。 
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